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広
島
原
爆
の
キ
ノ
コ
雲広島市、朝日新聞社

ヒロシマ原爆展冊子
1967年9月5日



広島の町並み



広
島
原
爆
投
下･

前



広
島
原
爆
投
下･

後



こ
の
世
の
地
獄

平和博物館を作る会、日本原水爆被爆者団体協議会、「核の20世紀」、平和のアトリエ



長
崎
の
き
の
こ
雲



長崎原爆投下･前



長崎原爆投下･後



焼
死



東京大空襲
１６８５トン

長崎原爆
２１キロトン

広島原爆
１６キロトン



灯油と火薬の燃焼エネルギー

灯油 火薬

（Kcal/kg）

10,000

1,000

火薬は酸素を必要とせ
ず燃えるが、その性質を
獲得するために、発生す
るエネルギーが大幅に
少なくなってしまった。



ものが燃えるには酸素が必要

もの 酸素＋

灰 二酸化炭素
水、その他

熱



核分裂の秘密
ウラン

またはプルトニウムの
原子核

中性子

核分裂

１個
２～３個

核分裂反応
は本質的に
爆弾向け



原子力にかけた幻の夢
「
さ
て
原
子
力
を
潜
在
電
力
と
し
て
考
え

る
と
、
ま
っ
た
く
と
て
つ
も
な
い
も
の
で

あ
る
。
し
か
も
石
炭
な
ど
の
資
源
が
今

後
、
地
球
上
か
ら
次
第
に
少
な
く
な
っ
て

い
く
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
も
つ
威
力
は
人
類
生
存
に
不
可
欠
な

も
の
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
中
略
）
電
気
料
は
二
千
分
の
一
に
な
る
。

（
中
略
）
原
子
力
発
電
に
は
火
力
発
電
の

よ
う
に
大
工
場
を
必
要
と
し
な
い
、
大
煙

突
も
貯
炭
場
も
い
ら
な
い
。
ま
た
毎
日
石

炭
を
運
び
こ
み
、
た
き
が
ら
を
捨
て
る
た

め
の
鉄
道
も
ト
ラ
ッ
ク
も
い
ら
な
い
。
密

閉
式
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
が
利
用
で
き
れ

ば
、
ボ
イ
ラ
ー
の
水
す
ら
い
ら
な
い
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
山
間
へ
き
地
を
選
ぶ
こ

と
も
な
い
。
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
地
下
室
が

発
電
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
」

（
１
９
５
５
年
12
月
31
日
、
東
京
新
聞
）



原子力発電と火力発電は湯沸し装置



厖
大
に
生
み
出
さ
れ
る
放
射
能

広島原爆で燃えた
ウランの重量

８００ｇ
（生成した核分裂

生成物の重量）

100万ｋWの原子力発電所１基が１年運
転するごとに燃やすウランの重量

１トン
（生成する核分裂生成物の重量）



旧
ソ
連
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

一
九
八
六
年
四
月
二
六
日

（
二
十
五
年
前
）



チェルノブイリ原発





鉛
の
ス
ー
ツ
を
着
用
し
て

屋
上
に
向
か
う
作
業
員



飛
び
散
っ
て
き
た
原
子
炉
構
造
物
を

ス
コ
ッ
プ
で
す
く
っ
て
投
げ
捨
て
る
作
業



放
出
さ
れ
た
放
射
能

広島原爆で燃え
たウランの重量

８００ｇ
（生成した核分
裂生成物の重

量）

100万ｋWの原子力発電所１基が１年
運転するごとに燃やすウランの重量

１トン
（生成する核分裂生成物の重量）

チェルノブイリ事故で
放出された

核分裂生成物の量
（Cs-137を尺度）



700km300km



避
難
の
迎
え
の
バ
ス









原子力推進派が取った対策

原発を都会には
作らないことにした



原子炉立地審査指針

１． 原子炉の周囲は、原子炉からある距
離の範囲内は非居住区域であること。

２． 原子炉からある距離の範囲内で
あって、非居住区域の外側の地帯は、
低人口地帯であること。

３． 原子炉敷地は、人口密集地帯から
ある距離だけ離れていること。



東京電力は自分の給電範囲から原発を
追い出した（東京電力の冊子より）

火力発電所は
都会に立地

原子力発電所は東北電力管内に



2000年度の「原子力安全白書」
多くの原子力関係者が「原子力は絶対に安全」などと
いう考えを実際には有していない

・外の分野に比べて高い安全性を求める設計への過剰
な信頼

・長期間にわたり人命に関わる事故が発生しなかった安
全の実績に対する過信

・過去の事故経験の風化

・原子力施設立地促進のためのＰＡ(パブリックアクセプ
タンス＝公衆による受容)活動のわかりやすさの追求

・絶対的安全への願望

にもかかわらず、こ
うした誤った「安全神話」がなぜ作られたのだろうか。そ
の理由としては以下のような要因が考えられる。



福
島
原
発
事
故

今
、
進
行
中



４号機 ３号機



一
番
激
し
い
爆
発
が
起
き
た
３
号
機



激
し
く
壊
れ
た
３
号
機
の
原
子
炉
建
屋



















チェルノブイリ事
故の避難基準を
適用すれば、琵
琶湖の２倍、日
本の法令を厳密
に適用すれば、
福島県全域に匹
敵する地域を放
棄しなければな
らない。





ついに起きてしまった福島原発事故

本当の被害の大きさは？

失われる土地

強いられる被曝

崩壊する生活

崩壊する１次産業

倒産するのは東京電力だけでない、
日本国が倒産しても購いきれない被害





上関原発計画

１号機 ２号機

炉型 ABWR ABWR

電気出力 137万3千kW 137万3千kW

着工（予定） ２０１０年度 ２０１３年度

営業運転開始（予定） ２０１５年度 ２０１８年度



火力、780.1万kW

水力、290.5万kW

原子力、128万kW

島根3号機、137.3万kW

2009年度実績

設備容量 最大需要 最小需要
2018年度

最大需要予測

上関1号機（2015年) 、137.3万kW
上関２号機（2018年) 、137.3万kW

1071.4万kW

622万kW

1252万kW他社受電契約、351.5万kW





Nuclear
Weapon

核兵器



Nuclear
Power Plant

原子力発電所



Nuclear

核 原子力

軍事利用 平和利用

違うもの



Nuclear
Development

原子力開発
核開発



安
ら
か
に
眠
っ
て
く
だ
さ
い
。

過
ち
は
繰
り
返
し
ま
せ
ん
か
ら

原
爆
死
没
者
慰
霊
碑



被爆地、広島
被爆地・広島が核兵器廃絶のため、活動して
いることをありがたく思う。

しかし、核と原子力は同じものです。

原子力発電廃絶のために使う力はないという
ことであれば、理解できる。

しかし、原子力の平和利用ならいいということ
であれば間違いだと私は思う。



終わります。
ありがとうございました。


